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琉
球
本
『
人
中
書
己
の
成
立

|
|
併
せ
て
そ
れ
が
留
め
る
原
刊
本
の
姿
に
つ
い
て
|
|

木

i芋

拍

子
京
都
大
向
学

は

じ

め

清
代
琉
球
久
米
村
(
現
那
覇
市
久
米
)
の
官
話
通
事
は
、
明
代
以

降
、
琉
球
に
移
住
し
た
中
園
人
の
子
孫
(
閑
人
三
十
六
姓
)
が
母
瞳

と
な
っ
て
携
わ
れ
、
彼
ら
移
民
た
ち
の
居
住
地
名
を
取
っ
て
「
久
米

人
(
く
に
ん
だ
)
」

「
唐
楽
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
「
唐
柴
」
と
い
う
呼

稽
は
、
一
冗
来
は
今
で
謂
う
所
の
「
唐
人
街
」
を
表
す
「
唐
皆
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
も
の
を
、
後
に
嘉
き
字
に
改
め
、
漢
文
脈
に
お
け
る
白

ら
の
呼
稀
と
し
て
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
久
米
村
通
事
の
活
動

は
、
那
覇
や
一
帽
州
で
の
外
交
や
勉
息
子
、
さ
ら
に
北
京
で
の
朝
貢
業
務

な
ど
多
種
多
様
で
、
彼
ら
が
編
纂
す
る
官
話
的
学
習
の
矯
の
各
種
「
通

球事
の書
久」
米も
村
通ぞ
事空
が豆
二日ヨ ロ口

事草
書到
Jヘの

告急
字撃

iを
でか
合に
耳克 lJlJ:L 

大 L
の出
原す
則
は琉

「
賓
用
」
で
あ
り
、

テ
キ
ス
ト
の
細
部
に
ま
で
史
賓
の
裏
付
け
が
見

ら
れ
る
こ
と
、

さ
ら
に
編
纂
作
業
は
、
恐
ら
く
家
ご
と
の
事
問
惇
承

を
基
盤
に
し
た
一
定
の
閉
じ
た
集
圏
内
で
行
わ
れ
、
そ
れ
が
昔
該
通

事
室
日
で
使
用
す
る
「
官
話
盟
系
」
の
性
格
に
反
映
し
て
い
た
と
い
う

事
賓
は
、
琉
球
の
通
事
室
日
を
考
察
す
る
上
で
、
必
ず
押
さ
え
て
お
か

R
U
J
 

ね
ば
な
ら
な
い
重
要
な
特
質
で
あ
る
。
こ
の
特
質
を
踏
ま
え
、
や
は

り
通
事
書
の
一
つ
で
あ
る

36 

『
人
中
書
一
』
の
成
立
に
つ
い
て
、
私
見
を

述
べ
た
い
と
思
う
。「

人
中
童
旦
』
に
つ
い
て

『
人
中
書
こ
は
、
明
末
清
初
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
短
編
の

小
説
集
で
あ
る
。
「
玄
」
字
を
鉄
筆
に
し
な
い
版
本
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
康
照
以
前
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
噺
花

③
 

軒
本
(
繁
本
)
と
泉
州
向
志
堂
本
・
植
桂
棲
刊
本
(
簡
本
)
の
繁
簡

二
系
統
の
版
本
が
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
、

そ
の
う
ち
、
「
乾
隆

庚
子
(
一
七
八
O
)
新
鋳
」
と
記
さ
れ
る
泉
州
向
志
堂
本
は
、

日
本



の
内
閣
丈
庫
に
二
本
が
所
古
概
さ
れ
る
な
ど
、
所
識
は
比
較
的
多
い
。

植
桂
楼
刊
本
は
、
第
二
節
に
後
述
す
る
「
中
園
話
本
大
系
」
「
珍
珠

舶
等
四
種
」
(
江
蘇
古
籍
出
版
祉
、
一
九
九
三
)
所
牧
排
印
本
に
校
訂
者

の
趨
伯
陶
氏
の
記
し
た
解
題
に
よ
る
と
、
中
国
園
内
に
は
所
戒
は
見

ら
れ
ず
、
大
連
固
書
館
戴
『
海
内
奇
談
』
に
そ
の
照
紗
本
が
見
ら
れ

る
の
み
と
言
う
。
そ
こ
に
は
「
乾
隆
乙
丑
(
一
七
四
五
)
新
鋳
」
と

あ
る
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
に
よ
る
な
ら
ば
、
尚
志
堂
本
よ
り
も
三
五

年
早
く
に
公
刊
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
輔
花
軒
本
の
繁
本

系
版
本
は
、
現
在
所
裁
が
知
ら
れ
る
の
は
、
現
中
華
主
目
局
資
料
室
戴

書
と
さ
れ
る
一
本
の
み
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
は
、
瞬
花
軒
本
が
、
「
風
流
配
」
「
自
作
肇
」

「
狭
路
逢
」
「
終
有
報
」
「
寒
徹
骨
」
の
五
篇
、
植
桂
棲
刊
本
が
、

「
終
有
報
」
「
寒
徹
骨
」
「
狭
路
逢
」
の
一
一
一
篇
、
尚
志
堂
本
は
そ
れ
に

『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
の
「
女
秀
才
」
を
加
え
た
四
篇
か
ら
成
る
。
植

桂
棲
刊
本
と
尚
志
堂
刊
本
は
同
じ
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
輔
花
軒
本

(
繁
本
)
と
泉
州
向
志
堂
本
(
簡
本
)
は
、
話
の
プ
ロ
ッ
ト
は
共
通

す
る
も
の
の
絞
遮
の
繁
簡
に
大
き
な
差
が
有
り
、
超
伯
陶
氏
の
指
摘

の
通
り
簡
本
は
繁
本
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
よ
う
な
瞳
裁
で
あ
る

琉
球
本
『
人
中
重
」
の
成
立
(
木
津
)

(
趨
氏
の
骨
回
該
指
摘
は
、
第
二
節
所
引
の
解
題
を
参
照
さ
れ
た
い
)

0

各
篇
は
典
型
的
な
才
子
佳
人
小
説
の
筋
立
て
を
取
り
、
短
編
な
が

ら
も
、
勧
善
懲
悪
、
五
倫
這
徳
、
因
果
鷹
報
な
ど
の
中
華
的
人
生
訓

が
簡
濯
に
生
き
生
き
と
描
寓
さ
れ
る
佳
作
揃
い
で
あ
る
。
前
述
の
趨

伯
向
氏
の
許
語
を
以
下
に
引
用
す
る
。

縦
観
《
人
中
童
旦
》
，

五
篇
故
事
於
酒
、
色
、
財
、
気
皆
或
多

或
少
有
所
渉
及
，
人
物
則
或
才
子
、
或
才
女
、
或
商
人
、
或
儒

生
、
或
市
井
俗
輩
、
或
官
宜
子
弟
均
有
描
寓
。
構
恩
師
巧
，
丈

筆
向
佳
、
将
五
種
不
同
類
型
的
故
事
納
於
一
書
，
可
見
編
者
用
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心
亦
苦
。
在
諸
多
話
本
(
包
括
擬
話
本
)
集
中
，
《
人
中
書
志
首

属
中
乗
偏
上
之
品
。

(
『
人
中
主
」
部
分
五
一
良
)

な
る
ほ
ど
、
琉
球
の
久
米
村
通
事
に
と
っ
て
、
中
華
の
櫨
節
を
向
学

ぶ
上
で
恰
好
の
数
材
と
見
な
さ
れ
た
の
も
故
無
し
と
し
な
い
。
確
か

に
こ
の
話
本
小
説
は
、
琉
球
で
は
清
末
に
到
る
ま
で
長
く
惇
承
さ
れ

A
山

た
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
久
米
村
通
事
が
『
人
中
書
一
』
を
謹
む
に
首

た
っ
て
は
、
中
園
刊
本
の
白
話
丈
瞳
を
徹
底
的
に
官
話
丈
瞳
に
翻
謹

し
た
官
話
本
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
通
事
に

と
っ
て
、
話
本
小
説
の
「
白
話
」
の
ま
ま
で
は
「
官
話
」
習
得
材
料
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脇花軒本(繁本)r人中童jI自作寧j
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這

主要君

τ脈寒
2好喜量 宵i強手 特無時

就成 門 E 顧
人 吉生 事而

、佐平個 。詰PJ E 才、来

女4【 川情喜 f久たU 2毒

i結出fhf チ井費興帖来

人
種。些 厚1手
之 2頁
厚薄 櫨薄

、
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裡番三口企問目忌

不
足 利
充

、

f早 中氏 他

琉球完本『人中重jI白作肇」

6 5 4 3 2 1 

詰車責主主再高問{也 言舵 語銀空語説生説 。子借個口

治 脊誠 我i念 我、 小 f、 人家、 人指引 チ栄到

庭的 案窪 説、心i雨 也他了

人 矯 fか豆起歓王 不説

空主皇来 家来 草草往Y有喜支
f 話ぺ 里科l:l:¥ 、 化1 E潟了、 利話 H通百

成体料、 一貼的 知是 体去個方有

是里事 程薄 1考試3 個門 求他 黄号オ
事的 生

不品7敬宇、 、 的帖 }成4 

覇量 要我川チ来斧 件惜也 倣入

要求 保結輿黄 不論厚申

と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
文
脈
や
小
説

と
し
て
の
慣
値
意
識
(
勧
善
懲
悪
や
五
倫
道
徳
な
ど
)
は
そ
の
ま
ま

に
、
言
語
形
態
だ
け
を
そ
っ
く
り
「
官
話
」
に
置
き
換
え
た
の
は
極

め
て
興
味
深
い
。

以
下
に
奉
げ
る
の
が
、
(
貫
際
の
官
話
丈
瞳
へ
の
翻
語
賓
例
で
あ
る
。

取
り
上
げ
る
の
は
、
「
自
作
輩
」

の
一
節
で
あ
る
。
左
が
琉
球
寓
本
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⑥
 

(
京
都
大
島
了
文
且
宇
部
議
)
、
右
が
噺
花
軒
本
で
あ
る
。
封
照
の
便
を
考

慮
し
、

一
丈
ご
と
に
匝
切
っ
て
配
列
し
た
。

比
較
す
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
繁
本
の

1

「
考
期
」
を
琉
球
本

は
「
考
的
日
子
」
に
す
る
な
ど
、

口
頭
で
語
っ
て
そ
の
ま
ま
意
味
が

通
じ
る
よ
う
に
書
き
換
え
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
繁
本
2
「
清
人
淳

厚
、
不
甚
論
利
」
に
つ
い
て
は
、
「
銀
子
借
人
家
」
と
い
う
語
を
補



う
こ
と
に
よ
っ
て
、
丈
脈
が
耳
で
聞
い
て
よ
り
分
か
り
ゃ
す
く
工
夫

さ
れ
て
い
る
0

6
の
「
斯
文
一
脈
」
は
、
原
丈
の
、

口
頭
で
は
ま
ず

使
わ
な
い
「
斯
丈
一
脈
」
を
「
謹
書
的
人
」
と
い
う
同
義
語
に
置
き

換
え
る
こ
と
で
簡
潔
な
表
現
を
目
指
し
た
も
の
だ
し
、
同
じ
く
6

「
患
正
兄
賜
教
罷
了
」
を
「
想
体
信
座
様
就
是
了
」
に
改
め
る
に

至
っ
て
は
、
も
と
の
白
話
の
常
套
語
的
躍
儀
表
現
を
一
切
排
除
し
、

極
め
て
フ
ラ
ン
ク
な
日
常
語
に
し
た
て
て
い
る
。
ま
た
、

5
で
は

「
但
只
是
些
須
薄
曜
、
不
足
充
紙
筆
之
敬
、
要
求
老
帥
念
門
生
赤
貧
、

用
情
寛
恕
」
(
こ
の
些
か
の
薄
趨
で
は
先
生
の
紙
筆
の
山
意
に
も
足
り
ぬ
ほ

ど
の
こ
と
で
す
が
、
ど
う
か
私
が
赤
貧
で
あ
る
こ
と
を
ご
考
慮
く
だ
さ
り
、

特
別
な
ご
寛
恕
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
)
を
、
椀
曲
な
敬
語
表
現
を

極
力
廃
し
て
、
「
一
動
的
薄
曜
、
不
堪
奉
敬
、
要
求
老
先
生
念
我
家

裡
苦
、
替
我
出
個
保
結
」
(
少
々
の
薄
穫
は
差
し
上
げ
る
の
も
悌
ら
れ
ま

す
の
で
、
ど
う
か
先
生
に
は
私
の
困
窮
を
ご
考
慮
の
上
、
私
の
矯
に
保
諮
金

を
立
て
替
え
て
く
だ
さ
い
ま
せ
)
と
、
丈
脈
を
考
慮
し
た
上
で
、
設
言

の
合
意
を
軍
刀
直
入
に
表
現
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
口
語
表
現
に
置

き
換
え
て
い
る
の
が
見
て
取
れ
よ
う
。
琉
球
通
事
達
が
、
い
か
に
高

度
に
白
話
丈
瞳
に
習
熟
し
、
な
お
か
っ
そ
れ
が
「
官
話
」
(
口
頭
語
)

琉
球
本
『
人
中
重
」
の
成
立
(
木
津
)

と
は
別
物
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
か
を
示
す
好
例
で
あ
る
。

朴
在
淵
氏
の
近
年
の
研
究
に
よ
る
と
、

「
人
中
書
一
』
は
、
朝
鮮
の

完
山
李
氏
『
中
園
小
説
絵
模
本
』
(
英
租
三
十
八
年
序
・
一
七
六
二
)
と
、

ヰ
ア
徳
田
…
「
小
説
経
費
者
」
(
一
七
六
二
1
六
三
頃
成
書
か
)
に
書
目
の

記
載
が
あ
り
、
同
時
に
朝
鮮
語
に
て
翻
課
さ
れ
た
可
能
性
が
有
る
と

⑦
 

い
う
。
作
品
の
ス
ピ
ー
ド
感
有
る
物
語
展
開
と
、
各
巻
が
も
っ
明
快

な
主
張
、
そ
れ
に
よ
る
大
圏
固
は
、
一
蹟
範
な
誼
者
、
特
に
境
外
の
中

園
語
民
子
習
者
に
歓
迎
さ
れ
る
の
も
怪
し
む
に
は
足
ら
な
い
。
残
念
な

が
ら
、
朝
鮮
語
版
『
人
中
書
一
』

39 

は

『
伽
藍
李
乗
岐
原
戒
朝
丈
主
目

日
』
内
に
「
寒
徹
骨
」
の
名
が
見
え
る
以
外
、
現
在
ま
で
に
現
物
は

⑧
 

鷲
見
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
朝
鮮
・
琉
球
の
雨
地
に

お
い
て
、
か
た
や
朝
鮮
語
に
、

か
た
や
官
話
丈
瞳
へ
と
翻
課
さ
れ
つ

つ
停
承
さ
れ
た
事
賓
は
極
め
て
興
味
深
い
。
拙
論
「
通
事
の

「{呂

話
」
受
容
ー
ー
も
う
一

ぐコ

の

「
訓
誼
」
|
|
」
(
中
村
春
作
等
編

『
績
・
「
訓
讃
」
論
|
|
束
ア
ジ
ア
漢
文
世
界
の
形
成
』
、
勉
誠
出
版
、
二
O

一
O
年
)
で
論
じ
た
よ
う
に
、
長
崎
で
の
話
本
小
説
の
停
播
は
、
枠

組
み
と
言
語
は
中
国
製
の
ま
ま
、
そ
の
枠
組
み
に
長
崎
濁
自
の
丈
脈

を
流
し
込
む
形
で
換
骨
奪
胎
を
遂
げ
て
い
た
。
琉
球
に
お
い
て
は
白
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話
の
官
話
丈
瞳
へ
の
翻
語
、
さ
ら
に
朝
鮮
に
お
け
る
朝
鮮
語
へ
の
翻

語
な
ど
と
総
合
的
に
考
え
合
わ
せ
る
と
、
話
本
小
説
が
東
ア
ジ
ア
諸

地
域
へ
惇
播
し
、
各
地
で
様
々
に
受
容
さ
れ
る
事
象
に
は
、
近
世
の

漢
文
圏
(
官
話
圏
)
が
示
す
、
重
要
な
丈
化
史
的
役
割
が
潜
ん
で
い

る
と
預
測
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
改
め
て
考

察
を
加
え
て
い
き
た
い
が
、

い
ま
は
こ
の
『
人
中
書
一
』
官
話
翻
語
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

琉
球
本
『
人
中
童
旦
』
が
残
す
原
本
の
姿

管
見
の
限
り
、
現
在
所
戴
が
確
認
さ
れ
る
琉
球
本
「
人
中
重
」
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

A
一
天
理
大
風
字
国
書
館
蔵
『
人
中
書
一
」
五
巻

「
風
流
配
」
「
自
作
撃
」
「
狭
路
逢
」
「
柊
有
報
」
「
寒

徹
骨
」

B
一
京
都
大
胆
宇
丈
血
宇
部
園
書
館
職
「
人
中
書
一
」
四
巻
(
敦
厚
堂

の
印
記
有
り
)

「
風
流
配
」
「
自
作
肇
」
「
終
有
報
」
「
寒
徹
骨
」
(
付

「
白
姓
」

一
巻
)

C
一
東
京
大
皐
総
合
国
書
館
職
「
人
中
書
一
』
四
巻
(
武
藤
長
平

氏
奮
戴
本
)

「
風
流
配
」
「
狭
路
逢
」
「
終
有
報
」
「
寒
徹
骨
」

「
終
有
報
」
に
「
長
平
之
印
」
、
「
寒
徹
骨
」
に
「
武

藤」
o

他
は
印
記
無
し
。
「
狭
路
逢
」
の
み
、
明
ら
か

に
他
の
三
加
と
板
型
を
異
に
す
る
。

D
一
八
重
山
博
物
館
戴
『
人
中
主
」

巻

「
自
作
肇
」
の
み
。

似書
るQii型

筆
寓
の
手
が

C 
東
大
本
の

風
流
配
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本
稿
で
は
、

B
の
京
大
本
を
用
い
て
考
察
を
加
え
る
が
、
必
要
に

麿
じ
て
C
東
大
本
・

A
天
理
本
に
も
言
及
す
る
。
京
大
本
は
「
狭
路

逢
」
の
み
を
放
く
が
、
圏
設
に
よ
る
聾
黙
と
語
注
や
音
注
を
も
ち
、

保
存
状
態
も
良
好
で
あ
る
。
ま
た
、
京
大
本
は
、
同
朕
に
同
じ
板
型

と
同
一
の
筆
寓
者
に
よ
る
『
白
姓
』
を
封
入
す
る
が
、
そ
の
こ
と
が

一
不
す
書
誌
的
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
稿
後
半
で
再
度
取
り
上
げ
る
こ

と
と
す
る
。



さ
て
、
中
園
版
話
本
小
説
『
人
中
書
一
』
に
大
き
く
分
け
て
繁
本
と

筒
本
の
二
系
統
の
版
本
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

現
在
、
(
1
)
輔
花
軒
本
(
繁
本
)
と

(
2
)
泉
州
向
志
堂
本
(
簡

本
)
の
版
本
二
種
が
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
に
記
す
と
お
り
に
排
印
ま
た

は
影
印
出
版
さ
れ
て
お
り
、
参
照
に
便
利
で
あ
る
。

(
1
)
 
瞬
花
軒
本
(
繁
本
)
一
現
中
華
童
日
局
資
料
室
戒
。
路
工
編

『
明
清
平
話
小
説
選
』
第
一
集
(
士
円
典
文
挙
出
版
社
、

一
九
五
八
)
、
及

び
『
中
園
話
本
大
系
』
「
珍
珠
舶
等
四
種
」
(
江
蘇
士
円
籍
出
版
祉
、

九
三
)
に
、
排
印
出
版
。

九

泉
州
向
志
堂
本
(
筒
本
)
一
内
閣
丈
庫
(
固
立
公
丈
書

館
)
載
。
乾
隆
四
五
年
刊
本
。
い
ま
「
古
本
小
説
集
成
』
(
上
海
古
籍

(
2
)
 

出
版
枇

一
九
九
O
)
、
『
古
本
小
説
叢
刊

第
三
六
輯
」

4
(中
華
書

局

一
九
九
一
)
に
影
印
出
版
。

「
中
園
話
本
大
系
」
「
珍
珠
舶
等
四
種
」
(
江
蘇
古
籍
出
版
社
、

九
一
一
一
)
に
記
さ
れ
た
超
伯
陶
氏
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
「
繁
本
」
が

「
筒
本
」
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
る
理
由
と
し
て
、
所
牧
の
話
本
が
二

本
多
く
掲
出
さ
れ
る
こ
と
以
外
に
、
修
辞
の
上
か
ら
も
前
者
が
後
者

よ
り
優
れ
て
お
り
、
簡
本
は
、
恐
ら
く
繁
本
を
短
縮
さ
せ
た
ダ
イ

琉
球
本
『
人
中
重
」
の
成
立
(
木
津
)

ジ
ェ
ス
ト
版
で
あ
ろ
う
と
論
ず
る
。
諸
本
を
校
勘
し
た
上
で
の
超
氏

の
こ
の
判
断
は
、
十
分
に
説
得
力
が
あ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
超
氏
解
題
に
は
、
も
う
一
賄
、
極
め
て
興

味
深
い
指
摘
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
概
ね
プ
ロ
ッ
ト
は
共
通
す
る

は
ず
の
繁
本
と
簡
本
だ
が
、
唯
一

「
寒
徹
骨
」
の
末
尾
に
、
大
き
な

出
入
が
見
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
些
一
か
長
丈
に
わ
た
る
が
、

下
に
そ
の
指
摘
を
引
用
す
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
瞬
本
「
寒
徹
骨
』
の
末
尾
の
一
段
が
向
本
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『
柳
春
蔭
」
(
引
用
者
注
一
『
寒
徹
骨
』
の
主
人
公
名
、
篇
名
を
諸
篇

の
主
人
公
名
で
代
別
す
る
も
の
)
よ
り
も
丈
字
数
が
少
な
く
、
内

容
も
完
全
に
は
一
致
し
な
い
貼
で
あ
る
。
考
詮
の
結
果
、
『
寒

徹
骨
』
は
、
繁
本
で
は
、
全
編
の
末
尾
に
置
か
れ
て
お
り
、
そ

九

の
最
後
の
一
葉
分
の
字
盟
が
乱
雑
で
、
筆
跡
に
も
力
無
く
、
全

篇
の
刻
工
の
格
調
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
間
違
い
な

く
、
こ
の
繍
本
を
印
刷
す
る
と
き
に
、
載
板
の
最
後
の
一
一
一
枚

が
損
壊
或
い
は
失
わ
れ
る
と
い
う
朕
況
が
あ
っ
て
、
新
た
に
一

枚
の
板
を
掘
り
起
こ
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
日
見
ら
れ
る
最
後
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の
一
板
が
、
文
字
は
版
木
全
瞳
に
き
っ
ち
り
と
満
た
さ
れ
て
、

最
終
行
の
最
後
の
一
宇
の
み
空
格
で
蔑
さ
れ
て
い
る
と
い
う
瞳

裁
は
、
明
ら
か
に
原
刻
の
ま
ま
で
は
有
り
得
な
い
。
(
失
わ
れ

た
最
後
の
一
、
二
板
を
)
新
た
に
彫
り
起
こ
し
た
と
き
に
、

板
も
し
く
は
竿
板
分
を
鈴
分
に
彫
る
勢
を
惜
し
み
、
こ
ま
か
く

較
量
し
た
上
で
、
能
分
を
削
り
丈
字
を
匪
縮
し
、
ち
ょ
う
ど
一

板
分
の
文
字
数
で
牧
ま
る
よ
う
に
、
適
嘗
に
結
末
を
で
っ
ち
上

げ
た
た
め
に
、
締
め
括
り
の
「
故
に
寒
徹
骨
と
日
う
」
と
い
う

言
葉
に
何
の
脈
絡
も
必
然
性
も
な
い
内
容
に
し
て
し
ま
っ
た
。

さ
ら
に
「
孟
白
書
」
と
い
う
呼
稽
も
そ
れ
ま
で
の
本
丈
に
は

切
登
場
し
て
お
ら
ず
、
重
刻
時
の
こ
の
い
い
加
減
な
仕
事
ぶ
り

は
、
功
労
を
灰
燈
に
蹄
し
て
し
ま
う
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

方
、
植
桂
棲
刊
本
な
ど
の
簡
本
『
人
中
書
一
』
は
、
簡
略
版
を
作

る
に
際
し
て
輔
花
軒
本
の
原
刻
本
を
底
本
と
し
て
い
た
の
で
、

そ
の
部
分
に
お
い
て
差
異
が
生
じ
て
い
る
。
い
ま
向
本
「
柳
春

蔭
」
の
末
尾
の
雨
者
で
差
異
の
生
じ
て
い
る
一
段
を
抜
き
書
き

し
て
、
誼
者
の
参
考
に
供
し
た
い
:
:
:
(
引
用
者
注
一
い
ま
省
略
、

ド
に
別
途
封
照
表
で
表
示
す
る
)
:
:
:
。
こ
の
一
段
は
、
確
か
に

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
は
あ
る
が
、
瞬
本
の
首
該
段
よ
り
も
ず
っ

と
本
来
の
面
白
に
近
い
こ
と
は
、
こ
の
簡
本
を
繁
本
(
備
本
)

⑪
 

の
本
丈
と
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

以
上
の
越
氏
の
指
摘
の
要
貼
を
示
す
と
、
以
下
の
二
貼
と
な
る
。

-
現
行
「
繁
本
」
『
寒
徹
骨
」
は
、
最
末
尾
の
版
木
が
損
失
し
た

こ
と
に
よ
る
補
刻
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
失
わ
れ
た
結
末
を
無

理
に
版
木
一
枚
分
に
収
め
る
よ
う
に
担
遺
し
た
た
め
、
話
が
落
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着
せ
ず
、
登
場
人
物
名
も
全
編
の
瞳
例
に
合
致
し
な
い
と
い
う
、

で
た
ら
め
な
重
刻
と
な
っ
て
い
る
。

現
行
「
簡
本
」
で
の
首
該
部
分
は
、
こ
の
で
た
ら
め
な
重
刻
本

で
は
な
く
、
原
刊
本
に
基
づ
い
て
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
結
末
の
丈
脈
は
本
来
の
面
目
を
保
っ
て
い
る
。

こ
の
指
摘
を
確
認
す
る
た
め
に
、
繁
本
と
簡
本
の
雨
者
の
封
照
表

を
下
に
記
す
。
封
比
に
便
利
な
よ
う
に
、
各
丈
を
匝
切
っ
て
箇
係
書

き
に
記
し
た
。



繁
本
に
は
、
簡
本
の
凶
凶
同
酬
に
相
官
す
る
部
分
が
無
い
。
筒
本

酬
に
見
え
る
「
劉
恩
」
と
い
う
人
物
は
、
好
飴
曲
折
を
経
る
主
人
公

に
、
終
始
時
相
交
わ
ら
ぬ
忠
義
を
以
て
事
え
た
柳
家
の
老
使
用
人
で
あ
る
。

出
世
し
た
柳
春
蔭
が
そ
の
恩
に
感
じ
、
劉
の
子
に
皐
聞
を
授
け
て
奉

川
自
家
奔
別
了
商
尚
書
，
寛
回
貴
州
，
将
父
母
棺
槻
移
葬
。

田
川
副
閏

同
凶
刷
出

凶
貴
州
有
司
皆
来
祭
実
唱
好
不
光
耀
。

同
凶
刷
出

川
間
差
事
己
畢
，
回
朝
覆
命
。
倒
刻
州
制
闘
出
劇
州
国
側
到
伺
郎
，
|
倒
不

表

-

筒
本
・
繁
本
封
照
表

。脇花軒本(繁本)i寒徹骨」

創
仕
富
二
年
間
，

川
川
町
告
終
養
‘
回
紹
興
侍
奉
商
向
車
目
夫
妻
。
二
人
終
天
之
後
，
哀
働

劃
到
引
劇
刈
。

居
喪
。
孝
服
涌
後
，
輿
孟
夫
人
男
卜
宅
司
附
ハ
孟
向
書
家
相
都
，
撫
育

附
後
生
二
子
，
倶
成
偉
器
。
其
功
名
額
大
，

酬
ハ
日
間

叫
比
白
貧
賎
能
守
而
成
句
故
日
寒
徹
骨
。

琉
球
本
『
人
中
重
」
の
成
立
(
木
津
)

人
に
ま
で
し
た
と
い
う
こ
の
く
だ
り
を
快
く
の
は
、
小
説
の
結
末
と

し
て
大
き
な
扶
陥
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
反
封
に
、
繁
本
州
で
柳

春
蔭
が
「
翰
林
か
ら
侍
郎
に
昇
っ
た
」
と
す
る
記
述
は
、
原
繁
本
に

存
在
す
る
な
ら
ば
筒
本
も
昔
然
襲
用
す
る
は
ず
の
袋
署
の
記
銀
で
あ

山
自
家
奔
別
商
尚
書
，
凶
貴
州
民
呂
葬
。

叫
此
時
朝
廷
旨
音
叫
，
久
到
貴
州
，
柳
府
産
業
司
皆
清
理
交
還
。

凶
劉
思
先
前
到
家
。
己
陪
階
特
先
老
爺
並
夫
人
奥
至
親
骸
骨
倶
己
収
数
。
一

凶
春
蔭
一
到
家
，
涌
城
官
員
皆
来
迎
賓
。

間
春
蔭
重
新
掛
孝
開
弔
。

川
勝
父
母
安
葬
事
畢
，
分
付
劉
思
掌
管
産
業
，
遂
唯
一
京
覆
命
。

43 

。尚志堂本(筒本)i寒徹骨」

川
後
在
紹
興
住
家
，
直
待
商
向
童
日
謝
世
，
服
過
三
年
喪
。

州
扶
持
孟
小
姐
兄
弟
登
了
科
甲
，
方
輿
孟
夫
人
同
貴
州
。

剛
生
了
二
子
，
倶
繕
書
香
，
自
家
官
至
向
童
日

制
扶
持
劉
思
一
子
中
翠
人
。

川
諺
云
，
不
是
一
番
寒
徹
骨
，
包
得
梅
花
撲
鼻
香
。
詩
日
，

.. 
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る
が
、
そ
れ
が
筒
本
に
全
く
存
在
し
な
い
か
ら
に
は
、

や
は
り
現
行

繁
本
の
で
っ
ち
上
げ
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
繁
本
川
凶
で

は
、
そ
れ
ま
で
の
本
文
に
は
一
度
も
用
い
ら
れ
な
い
「
孟
尚
書
」
と

い
う
人
物
呼
栴
を
草
卒
に
登
場
さ
せ
る
不
注
意
を
見
せ
る
。
そ
し
て

物
語
の
締
め
く
く
り
た
る
川
も
、
繁
本
の
「
皆
貧
賎
能
守
而
成
，
故

日
寒
徹
骨
」
と
い
う
結
語
で
は
、
超
氏
が
述
べ
る
通
り
、
物
語
杢
瞳

を
受
け
止
め
る
締
め
括
り
の
言
葉
に
は
程
遠
い
。

一
方
、
こ
の
嘗
該
部
分
を
、
琉
球
寓
本
『
人
中
童
』

で
見
て
み
る

と
、
プ
ロ
ッ
ト
は
簡
本
(
向
志
堂
本
)
と
一
致
し
、
な
お
か
つ
よ
り

詳
細
な
紋
速
を
見
せ
て
、
現
行
の
輔
花
軒
本
と
は
大
き
く
異
な
る
こ

と
が
見
て
取
れ
る
。

つ
ま
り
、
琉
球
寓
本
が
基
づ
い
た
底
本
は
晴
花

軒
本
で
は
な
く
、
末
尾
が
鉄
損
す
る
以
前
の
繁
本
系
テ
キ
ス
ト
、

ま
り
原
刊
本
『
人
中
書
一
』
に
近
い
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
以
下
に
、
琉
球
寓
本
『
寒
徹
骨
」

の
首
該
部
分
を
、

簡
本
と
比
較
す
る
形
で
封
照
さ
せ
て
み
る
(
表
2
)
0

表
1
の
「
簡
本
・
繁
本
封
照
表
」
と
表
2
を
比
較
す
る
と
、
琉
球

寓
本
「
寒
徹
骨
」
の
プ
ロ
ッ
ト
が
簡
本
と
き
れ
い
に
一
致
し
、
叙
述

は
よ
り
詳
細
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
表

中
の
下
線
部
分
に
注
目
す
る
と
、
簡
本
凶
で
「
満
城
官
員
皆
来
迎

賓
」
と
総
括
さ
れ
た
内
容
を
、
琉
球
本
で
は
「
撫
院
、
按
院
、
知
府
、

牒
官
，
浸
有
一
個
不
来
迎
賓
，
十
分
栄
華
」
と
一
つ
一
つ
官
街
を
列

奉
し
て
、
繁
本
の
本
来
の
面
目
を
訪
御
と
さ
せ
る
。
琉
球
本
川
の

「
都
停
在
丁
房
裡
頭
」
、
附
「
料
理
奮
時
産
業
」
、
川
の
「
轄
陸
丈
華

殿
大
島
子
士
」
は
簡
本
に
は
存
在
し
な
い
絞
遮
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を

琉
球
人
が
濁
自
に
付
加
し
た
と
は
考
え
が
た
い
。
恐
ら
く
は
原
刊
本

「
寒
徹
骨
」
に
元
々
有
っ
た
描
寓
の
内
、
簡
本
が
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
に
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際
し
て
削
除
し
た
も
の
を
、
琉
球
本
は
そ
の
ま
ま
(
官
話
文
樫
に
置

き
換
え
て
)
踏
襲
し
た
形
跡
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
繁

てコ

本
で
脱
落
し
た
劉
恩
と
そ
の
子
の
顛
末
も
、
(
子
の
教
が
琉
球
本
で
は

⑬
 

「
二
個
」
と
さ
れ
る
遣
い
は
有
す
る
も
の
の
)
き
ち
ん
と
言
及
さ
れ
、
最

後
は
「
寒
徹
骨
」
の
言
葉
の
由
来
を
述
べ
た
大
圏
固
で
終
結
す
る
。

」
の
よ
う
に
、
琉
球
寓
本
「
実
r

徹
骨
」
は
、
文
瞳
こ
そ
白
話
か
ら

官
話
に
置
換
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
現
在
で
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

繁
本
「
寒
徹
骨
」
巻
末
の
元
来
の
面
目
を
惇
え
る
も
の
と
し
て
、
資

料
的
に
も
大
き
な
憤
値
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。



表

2

琉
球
完
本
・
簡
本
針
照
表

川
自
家
拝
別
商
白
書
，
回
貴
州
管
葬
。

間
此
時
朝
廷
旨
意
，
久
到
貴
州
，
柳
府
産
業
，
皆
清
理
交
還
。

凶
劉
思
先
前
到
家
，
己
暗
暗
将
先
老
爺
並
夫
人
奥
至
親
骸
骨
倶
己
枚
数
。

凶
春
蔭
一
到
家
，
満
城
百
周
倒
剃
迎
賓
。

。尚志堂本(簡本)i寒徹骨j

間
春
蔭
重
新
掛
孝
開
弔
。

同
賂
父
母
安
葬
事
畢
，
八
刀
付
劉
恩
掌
世
一
日
産
業
，
遂
進
京
極
ム
叩
o

川
後
在
紹
興
住
家
，
直
待
商
尚
書
謝
世
，
服
週
三
年
喪
。

附
扶
持
孟
小
姐
兄
弟
登
了
科
甲
，
方
輿
孟
夫
人
回
貴
州
。

川
間
生
了
二
子
，
倶
纏
圭
日
香
，
自
家
官
至
向
書
，

同
扶
持
劉
恩
一
子
中
翠
人
。

(11) 
諺
Z三

不
田
万三

番
寒
徹
且
口

ノピ

得
梅
花
撲
鼻
香

詩
H 

琉
球
本
『
人
中
重
」
の
成
立
(
木
津
)

川
自
家
拝
別
了
商
向
童
日
，
回
去
貴
州
埋
葬
。

山
這
時
候
，
朝
廷
己
円
意
，
早
到
貴
州
・
柳
家
産
業
，
都
交
還
他
。

同
劉
思
先
前
到
家
，
暗
と
把
老
爺
替
太
と
全
一
全
親
骸
骨
，
部
停
惟
『
院

担
願
。

川
間
柳
春
蔭
一
到
家
，
嗣
岡
1
胡
閲
1
矧
刷
1
岡
司
剖
制
↓
個
別
刻
州
問

。琉球完本『人中重Ji寒徹骨」第四回末尾

賓
，
十
州
栄
華
。

間
柳
春
蔭
重
新
戴
孝
開
弔
。

川
把
父
母
埋
丞
事
明
白
了
，
把
産
業
主
出
行
交
付
劉
恩
掌
管
，
綾
上
京
謝

思
復
命
。

例
後
来
在
紹
興
住
家
，
直
等
到
商
向
室
田
棄
世
，
戴
孝
三
年
。

州
孟
小
姐
兄
弟
成
人
，
又
扶
持
他
登
了
科
甲
，
柳
春
蔭
綾
替
孟
夫
人

起
搬
回
貴
州
，
料
理
奮
時
産
業
。

川
川
子
間
夫
人
生
了
爾
個
児
子
，
都
讃
書
，
自
家
倣
官
，
直
到
尚
書
，
縛
除

対
哨
閥
対
朝
封
。

側
劉
思
二
個
見
下
，
也
扶
持
他
中
了
翠
人
。

川
俗
語
説
.
不
是
一
番
寒
徹
骨
，
志
得
梅
花
撲
鼻
香
，
故
此
這
題
目
，

叫
倣
寒
徹
骨
。
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賓
は
、

C
の
東
大
本
「
人
中
書
一
」
「
寒
徹
骨
」
に
は
、
本
文
に
校

合
の
跡
ら
し
き
書
き
込
み
が
数
多
く
見
出
さ
れ
る
。
最
末
尾
に
つ
い

て
は
、
琉
球
寓
本
山
「
柳
春
蔭
重
新
戴
孝
開
弔
，
把
父
母
埋
葬
」
に

封
し
、
頭
注
朱
書
に
て
「
本
板
」
と
明
示
し
て
「
春
蔭
重
新
掛
孝
開

弔
，
将
父
母
安
葬
事
畢
」
、

さ
ら
に
そ
の
左
に
は
、
墨
書
に
て
「
柳

春
蔭
重
復
掛
孝
開
弔
，
将
父
母
安
葬
租
坐
」
と
記
す
。
末
尾
の
「
事

畢
」
は
、
尚
志
堂
附
の
冒
頭
二
文
字
を
追
い
込
ん
で
一
丈
に
解
し
た

も
の
で
、
頭
注
朱
書
の
「
春
蔭
重
新
掛
孝
開
弔
，
将
父
母
安
葬
事

畢
」
は
、
確
か
に
尚
志
堂
筒
本
と
の
校
合
を
一
不
す
。
そ
れ
で
は
、
墨

書
「
柳
春
蔭
重
復
掛
孝
聞
弔
，
持
父
母
安
葬
租
些
」
は
、
何
を
一
不
す

の
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
こ
れ
が
、
琉
球
寓
本
の
基
づ
い
た
、
原
繁

本
と
も
呼
ぴ
う
る
テ
キ
ス
ト
の
一
部
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

東
大
本
「
寒
徹
骨
」
に
は
、
以
下
の
通
り
、
他
に
多
く
の
頭
注
ま

た
は
傍
注
に
て
の
校
合
が
見
え
る
。
そ
の
内
、
こ
こ
と
同
様
に
、

箇
所
に
封
し
て
二
種
の
異
本
を
校
合
す
る
部
分
と
し
て
次
の
三
例
を

見
て
み
よ
う
。

(
A
)
第
二
回
「
毎
日
早
晩
要
到
書
房
裡
頭
，
看
過
一
遍
」

頭
注
(
墨
)

一
故
毎
日
或
早
或
晩
、
必
到
書
房
中
来
看
頑

遍
0
(
l
繁
本
に
同
じ
)

頭
注
(
朱
)
行
間
(
朱
)
二
箇
所
一
故
毎
日
必
到
書
一
局
来

(
u
u
簡
本
に
同
じ
)

(
B
)
第
三
回
「
心
裡
還
有
好
多
不
服
，
他
情
情
到
場
裡
，
討
出

他
的
落
巻
来
看
，
見
上
頭
塗
抹
的
批
語
」

傍
注
(
朱
)

一
心
下
許
多
不
服
，
逐
到
場
中
，
討
出
落
巻

来
看
，
見
上
面

(
H
筒
本
)

欄
外
(
黒
)
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一
本
板
云

O
心
下
向
有
許
多
不
服
，
仙
旧
仙
旧
到

場
中
，
討
出
他
的
落
巻
来
，
看
見
上
面
塗
抹
的
批
語
。
(
日

繁
本
に
同
じ
)

(
C
)
同
「
原
来
老
師
還
不
知
道
，
孟
随
一
子
士
死
去
年
把
了
」

傍
注
(
黒
)

一
原
来
老
師
向
不
聞
知
，
孟
年
兄
己
作
古
年

徐
失
。

(
H
繁
本
に
同
じ
)

傍
注
(
朱
)

一
原
来
老
師
向
不
知
，
孟
年
兄
作
古
年
鈴
了
。

(
l
簡
本
に
同
じ
)

こ
の
三
項
を
現
行
の
繁
本
・
簡
本
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
こ
れ



ら
二
種
の
異
文
が
紛
れ
も
な
く
現
行
の
繁
本
・
簡
本
に
該
嘗
す
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
る
(
各
候
末
括
弧
内
に
そ
れ
を
記
し
て
お
い
た
)
。
と

す
る
な
ら
ば
、
上
に
引
い
た
、
最
末
尾
の
川
に
見
え
る
墨
書
の
「
柳

春
蔭
重
復
掛
孝
開
弔
，
将
父
母
安
葬
租
些
」
と
い
う
頭
注
も
、
そ
れ

が
簡
本
の
テ
キ
ス
ト
で
は
な
い
以
上
、
現
行
繁
本
で
は
失
わ
れ
た
原

刊
繁
本
の
姿
を
留
め
る
も
の
で
あ
る
蓋
然
性
は
非
常
に
高
く
な
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
「
柳
春
蔭
重
復
掛
孝
開
弔
，
将
父
母
安
葬
租
坐
」
こ

そ
は
、
己
に
侠
書
と
な
っ
た
原
刊
繁
本
の
、
数
少
な
い
供
丈
と
な
る

の
で
あ
る
。

な
お
、
東
大
本
が
「
本
板
」
と
す
る
の
が
果
た
し
て
簡
本
な
の
か

繁
本
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
ど
う
や
ら
一
貫
し
た
方
針
は
な
か
っ
た

ょ
う
で
あ
る
。
前
述
の
再
末
尾
川
で
「
本
板
」
と
さ
れ
た
の
は
簡
本

一
種
の
み
を
校
合
す
る
例
だ
が
、
そ
こ

で
あ
る
し
、
次
の
二
例
は
、

で
は
、

(
D
)
は
筒
本
を
指
し
、

(
E
)
は
雨
者
が
同
文
で
あ
る
の
で

判
断
で
き
ず
、
ま
た
先
の

(
B
)
の
「
本
板
」
は
、
繁
本
で
あ
っ
た
。

或
い
は
、
「
中
園
板
」
と
い
う
意
味
で
「
本
板
」
の
語
を
用
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

琉
球
本
『
人
中
重
」
の
成
立
(
木
津
)

(
D
)
第
一
回
「
要
得
一
個
好
地
方
去
護
憤
謹
書
」

頭
注
(
朱
)

一
本
板
/
必
須
揮
一
個
好
地
方
，
護
憤
讃
圭
目

(
簡
本
)

(
E
)
第
二
回
「
四
書
裡
頭
名
賓
也
有
不
相
合
的
」

頭
注
(
墨
)

一
本
板
/
四
書
中
名
賓
亦
有
不
相
合
者
(
繁

本
・
簡
本
同
じ
)

こ
の
東
大
本
『
人
中
書
一
」
、
特
に
「
寒
徹
骨
」
に
は
、
他
の
巻
よ

り
も
突
出
し
て
多
く
の
校
合
の
跡
が
残
さ
れ
る
。
間
早
に
繁
本
ま
た
は
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簡
本
な
ど
の
中
園
白
話
文
と
琉
球
本
官
話
丈
瞳
と
の
異
同
を
記
そ
う

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
琉
球
本
全
編
が
白
話
か
ら
官
話
文

樫
に
置
き
換
え
ら
れ
た
も
の
な
の
で
、
校
合
白
樫
が
無
意
味
な
作
業

と
な
る
。
校
合
を
施
さ
れ
た
箇
所
は
、
ど
う
い
う
観
貼
に
お
い
て
白

話
の
再
度
の
書
き
込
み
を
必
要
と
し
た
の
か
、
そ
の
書
き
込
み
を
件

う
『
人
中
重
』

テ
キ
ス
ト
に
よ
り
、
琉
球
の
通
事
は
何
を
向
学
ぼ
う
と

し
た
の
か
。
こ
の
間
に
封
す
る
答
え
は
現
時
貼
で
は
未
詳
と
せ
ざ
る

を
得
な
い
が
、
第
三
部
で
論
じ
る
と
お
り
、
通
事
に
と
っ
て
通
事
書

と
は
、
賓
用
に
足
る
知
識
と
教
養
を
皐
ぶ
た
め
の
大
き
な
擦
り
所
で
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あ
っ
た
。
こ
の
校
合
を
記
す
注
記
白
瞳
も
、
何
ら
か
の
新
た
な
事
ぴ

の
場
面
が
出
現
し
た
こ
と
(
例
え
ば
、
若
干
文
一
一
一
日
的
な
表
現
も
皐
ば
ね
ば

な
ら
な
い
局
面
が
生
じ
た
、
等
)
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
の
は
間
違
い
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。『人

中
書
一
」

⑬
 

の
成
立

( 

¥ー/

『
白
姓
』
成
立
に
関
わ
っ
た
集
閤

曾
て
拙
論
で
述
べ
た
と
お
り
、

「
白
姓
』

の
本
文
に
は
、
九
人
の

久
米
村
人
が
登
場
し
、
そ
の
主
た
る
人
物
た
ち
が
皆
察
氏
・
鄭
氏
を

⑬
 

中
心
と
す
る
密
接
な
姻
戚
関
係
を
有
し
て
い
た
。

文
中
に
は
登
場
し
な
い
が
、
『
白
姓
』
林
敗
陸
序
文
に
、
『
白
姓
」

の
草
稿
を
一
噛
州
に
携
え
て
林
門
下
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
青
年
も
、

「
琉
球
園
青
年
俊
士
姓
鄭
誇
鳳
翼
者
」
と
や
は
り
鄭
姓
の
若
き
附
晶
子
徒

で
あ
る
。
鄭
鳳
翼
の
名
は
現
存
の
久
米
村
家
譜
中
に
は
見
出
せ
な
い

が
、
「
白
姓
』
中
の
濃
密
な
姻
戚
聞
係
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

や
は

り
同
じ
鄭
氏
一
門
に
列
な
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な

v、
。

『
白
姓
』
の
現
場
に
参
集
し
た
の
は
、
首
時
の
唐
楽
の
最
有
力
者

の
一
人
で
あ
っ
た
察
培
(
但
し
察
培
は
一
度
も
封
話
に
参
加
し
て
い
な

い
)
、
そ
の
嫡
男
察
棺
と
察
培
の
娘
婿
ら
を
中
心
に
し
た
若
き
久
米

村
の
通
事
や
撃
徒
で
あ
っ
た
が
、
察
揖
は
首
時
ま
だ
十
五
歳
、
賓
際

の
難
民
と
の
封
話
や
筆
録
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
は
、
娘
婿
の
鄭
通

事
や
院
崇
基
ら
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
白
姓
』

の
冒
頭
に
登
場

し
、
長
大
な
命
日
話
記
録
を
残
す
鄭
世
道
と
い
う
皐
生
も
、
家
譜
が
残

ら
ぬ
矯
ど
う
い
う
人
物
で
あ
っ
た
か
は
未
詳
な
が
ら
、
恐
ら
く
は
鄭

通
事
や
鄭
天
保
、
鄭
鳳
翼
ら
と
同
族
の
若
者
で
あ
っ
た
の
は
間
違
い

ご
ミ
O

J

旬
、

ν

つ
ま
り
賓
際
の
テ
キ
ス
ト
成
立
に
は
、
こ
れ
ら
鄭
一
族
の
通
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事
た
ち
が
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
た
と
考
え
得
る
の
で
あ
る
。

『
白
姓
」
中
に
こ
の
よ
う
に
重
要
な
足
跡
を
残
す
鄭
氏
を
、
家
譜

の
系
固
に
基
づ
い
て
分
家
の
現
肢
を
辿
る
と
以
下
の
よ
う
な
三
家
が

浮
か
び
上
が
る
。

(
1
)
 
輿
座
家
鄭
氏
H

登
場
人
物
の
鄭
天
保
の
家
系

(
輿
座
家
の
支
流
に
員
柴
山
家
日
鄭
鴻
勃
・
鄭
作
霧
。
後
述
)

(
2
)
 
登
川
家
鄭
氏
(
及
び
そ
の
支
流
)
H
登
場
人
物
の
鄭
通
事

(
鄭
文
鳳
、
察
培
の
三
女
婿
)
の
家
系

(
3
)
 
池
宮
城
家
鄭
氏
日
鄭
園
植
(
察
培
の
五
女
婿
)



こ
れ
ら
鄭
氏
を
中
心
と
す
る
一
群
は
、
昔
時
恐
ら
く
は
家
撃
を
基

礎
と
し
た
一
つ
の
「
皐
門
」
集
圏
を
形
成
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
を
い
ま
「
皐
門
(
家
皐
)
」
と
呼
ぶ
に
は
二
つ
の
理
由
が
有

一
つ
は
、
現
存
す
る
琉
球
通
事
書
に
見
ら
れ
る
言
語
特
徴
面
で

るの
内
部
差
異
が
語
る
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
現
存
す
る

姓
』
諸
本
の
惇
承
状
況
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
詳
し

く
見
て
行
く
こ
と
と
し
た
い
。

( 

¥ー/

課
本
間
に
見
え
る
内
部
差
異

琉
球
通
事
が
皐
ん
だ
官
話
に
は
、
否
定
副
詞
の
用
法
か
ら
は
、
少

な
く
と
も
二
つ
の
言
語
系
統
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

は
、
「
白
姓
」
に
代
表
さ
れ
る
官
話
で
、
否
定
副
詞
は
「
浸
有
」
、
他 ず〉

伊
」
み
Ja

-

-

「
可
十
W」

の
疑
問
丈
や
、
連
動
・
封
象
義
の
介
詞
「
替
」

(
現
代
中
凶
訴
の
「
眼
」
「
和
」
に
相
蛍
)
を
頻
用
す
る
な
ど
の
特
徴
を

有
し
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
系
統
は
、

「
皐
官
話
』
『
官
話
問
答
便

語
」
の
系
統
で
あ
り
、

そ
れ
ら
の
否
定
副
調
は
「
不
曾
」
「
未
曾
」

⑬
 

で
、
連
同
・
封
象
義
の
「
替
」
な
ど
は
用
い
ら
れ
な
い
。

琉
球
本
『
人
中
重
」
の
成
立
(
木
津
)

A
一
『
白
姓
』
『
人
中
書
一
』
系

-
巳
然
盟
否
定
副
詞
に
「
浸
有
」
、
未
然
盟
に
「
還
浸
有
」
を
用

ぃ
、
「
不
曾
」
「
未
曾
」
は
用
い
な
い
。

「
可
+
叩
」
に
よ
る
是
非
疑
問
丈
を
使
用
す
る
。

-
連
同
・
封
象
を
表
す
介
詞
や
連
詞
の
「
替
」
を
多
用
す
る
。

『白

B
一
『
官
話
問
答
便
語
』
『
皐
官
話
」
系

-
基
本
的
に
、
己
然
睦
否
定
副
詞
に
「
不
曾
」
未
然
盟
に
「
未

命
日
」
を
用
い
、
否
定
副
詞
「
浸
有
」
の
機
能
は
未
護
達
で
あ
る
。

「
可
+
叩
」
疑
問
丈
は
存
在
し
な
い
。
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介
調
「
替
」
は
、
受
盆
者
を
導
く
用
法
の
み
を
有
し
、
連
同

封
象
は
表
さ
な
い
。

「
白
姓
』
と

「
血
宇
官
話
」
『
官
話
問
答
便
語
』
と
の
聞
に
、
こ
の

よ
う
な
言
語
特
徴
の
相
違
が
生
ま
れ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
も

ち
ろ
ん
そ
れ
は
時
間
的
な
遣
い
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
何
ら
か

の
地
域
的
違
い
が
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
白
姓
」
は
、

山
東
人
と
蘇
州
人
を
相
手
に
交
わ
し
た
曾
話
が
そ
の
基
礎
と
な
っ
て

お
り
、
「
撃
官
話
』
「
官
話
問
答
便
語
」
は
一
帽
州
滞
在
中
の
用
途
に
特
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化
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
自
ず
か
ら
用
い
る
言
語
は
異
な
っ
て
い

た
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
た

い
の
は
、
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
、
少
な
く
と
も
『
白
姓
』
と

『
{
呂
話
回

問
答
便
宜
間
」
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
皐
ば
れ
て
い
て
、
ど
う
や
ら
そ
の
皐

習
主
瞳
は
相
互
に
異
な
る
、
濁
立
し
た
集
圏
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

⑪
 

る
こ
と
で
あ
る
。

後
の
時
代
に
は
、
こ
れ
ら
数
種
類
の
課
本
は
久
米
村
に
て
康
く
皐

ば
れ
寓
本
も
作
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
課
本
そ
の
も
の
が
成
立

し
た
首
初
の
一
時
期
、
こ
れ
ら
は
家
族
や
姻
戚
関
係
な
ど
、
比
較
的

閉
じ
た
集
圏
内
で
皐
ば
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
『
白
姓
』

の
本

丈
が
、
家
庭
内
の
事
情
な
ど
極
め
て
個
人
的
内
容
を
厭
わ
ず
に
記
す

の
も
、
使
用
範
園
が
親
戚
内
に
限
ら
れ
て
い
て
こ
そ
可
能
と
な
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

( 

'--ノ

『
白
姓
』
諸
本
と
墜
門

二
つ
め
の
理
由
は
、
現
存
す
る

『
白
姓
」
諸
本
の
惇
承
賦
況
で
あ

る

い
ま
、

『
白
姓
』
に
は
管
見
の
限
り
七
種
類
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在

す
る
。1.
天
理
大
亭
園
書
館
戴
『
白
姓
官
話
」
(
封
面
『
白
姓
』
、
序
文
と

末
尾
の
呈
文
を
放
く
)

2
.
京
都
大
島
ア
丈
向
学
部
(
中
哲
文
)
裁
『
白
姓
』
(
『
人
中
毒
』
金
五

加
之
一
。
「
敦
厚
堂
」
の
印
記
有
り
)

3
.
京
都
大
皐
丈
島
ナ
部
(
日
本
史
)
裁
『
白
姓
』
(
封
而
に
「
池
宮

城
親
雲
上
」
の
署
名
有
り
)

4
.
石
垣
市
八
重
山
博
物
館
戴
『
白
姓
問
答
』

5
.

石
垣
市
八
重
山
博
物
館
戴
『
白
姓
」
(
同
治
士
会
一
年
手
抄
)
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6
.
沖
縄
牒
立
博
物
館
職
『
白
姓
」

7
.

闘
西
大
皐
園
書
留
長
津
丈
庫
戴
『
百
姓
話
」
(
長
津
規
矩
也
奮

裁
書
)

こ
れ
ら
の
内
、

2
の
京
大
丈
島
子
部
(
中
哲
文
)
載
の

『
白
姓
」
は
、

序
文
も
含
め
て
完
全
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
が
、
注
意
す
べ
き
は
そ
れ

が
、
『
人
中
童
』
内
の
一
本
と
し
て
同
じ
朕
内
に
牧
め
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。

7
の
閥
西
大
挙
戒
本
は
、
長
津
規
矩
也
氏
奮
戴
書
で
あ
る

が
、
書
名
を
『
百
姓
話
』
と
す
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
『
白



姓
』
成
立
の
由
来
を
理
解
し
な
い
後
世
の
人
物
に
よ
り
抄
寓
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

一
方
、
八
重
山
博
物
館
の
4
『
白
姓
問
答
」
は
、

や
は
り
序
文
を

具
え
、
筆
寓
の
字
も
美
し
く
詳
細
な
頭
注
を
も
ち
、
相
麿
の
来
歴
を

も
つ
テ
キ
ス
ト
と
推
測
さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
八
重
山
博
物
留
に
は

一
巻
が
惇
承

『
白
姓
」
以
外
に
や
は
り
『
人
中
書
一
」
の
「
自
作
肇
」

⑬
 

し
現
存
し
て
い
る
。
「
官
話
問
答
便
語
』
「
皐
官
話
」
は
、
現
在
知
ら

れ
る
限
り
八
重
山
へ
の
惇
承
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
て
、
京
大
本
『
白
姓
』
が
こ
の
よ
う
な
「
人
中
童
』
と
同
軟
に

牧
め
ら
れ
る
事
賓
は
何
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
解
く
鍵

の
一
つ
は
、
雨
者
が
共
通
し
て
持
つ
言
語
的
特
徴
に
あ
る
。

話
本
小
説
「
人
中
書
一
』
の
中
国
刊
本
は
、
否
定
副
詞
は
す
べ
て

「
不
曾
」
「
未
曾
」
系
統
を
用
い
て
い
る
の
だ
が
、
琉
球
の
通
事
は
、

白
話
か
ら
官
話
へ
の
翻
謹
に
際
し
、
そ
れ
ら
の
否
定
副
詞
を
す
べ
て

「
浸
有
」
に
嬰
換
し
て
い
る
。
こ
の
事
賓
は
、
夙
に
佐
藤
晴
彦
氏
に

両
日

よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
、
再
度
用
例
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

僅
か
二
例
を
除
き
、
す
べ
て
「
不
曾
」
「
未
曾
」
か
ら
「
浸
有
」

琉
球
本
『
人
中
重
」
の
成
立
(
木
津
)

と
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
下
に
そ
の
賓
例
を

一
部
列
奉
す
る
こ
と
と
す
る
。

(

1

)

(

輔
)
「
(
向
)
未
」
↓
(
琉
)
「
(
還
)
浸
有
」

-
a
(瞬
)

一
路
上
，
遇
着
的
朋
友
見
他
少
年
剥
劃
，
都
誘
他
到

花
街
去
玩
要
。

-
b
(
琉
)

一
路
上
，
遇
着
的
朋
友
見
他
後
生
茂
有
要
老
婆
，
踊

他
去
妓
子
家
玩
。

(
『
風
流
配
」
第
今
回
)

2 
a 

(
輔
)
不
期
心
愈
急
，
丈
思
愈
枯
，
到
此
時
制
刑
完
章
，

一-51一一

2
b
(
琉
)
不
想
心
越
急
越
倣
不
出
来
司
到
此
時
草
稿
還
浸
有
完
司

(
『
風
流
配
」
第
会
凶
)

3
a
(
噺
)
其
人
未
見
，
其
才
(
貫
佑
悌
老
太
師
、
回
中
之
秀
。

3
b
(
琉
)
人
我
浸
有
看
見
，
他
的
才
賓
替
老
太
帥
女
児
都
是
一

梓

(
『
風
流
配
」
第
四
回
)

4
a
(
輔
)
商
兄
幽
怨
未
伸
，
不
敢
先
父
母
而
言
親
。

4
b
(
琉
)
体
的
寛
仇
浪
有
披
，
不
敢
忘
父
母
説
親
事
。

ノ¥

(
『
寒
徹
骨
」
第
二
凶
)
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5
a
(
輔
)
肢
是
他
令
愛
剥
嫁
司
這
還
好
。

5
b
(
琉
)
師
是
他
女
見
還
浸
有
嫁
，
一
一
一
逗
還
好
。(『

寒
徹
骨
』
第
二
同
)

(

2

)

(

輔
)
「
不
曾
」
↓
(
琉
)
「
浸
有
」

6
a
(
瞬
)
司
馬
兄
固
有
貴
志
，
桐
骨
終
場
，
所
以
見
屈
0

6
b
(
琉
)
司
馬
兄
因
那
天
有
病
了
，
浸
有
議
過
三
場
，
所
以
不

中

(
『
風
流
配
』
第
一
同
)

7
a
(
輔
)
晩
生
今
日
也
是
無
心
中
看
見
，
弔
骨
問
的
。

7
b
(
琉
)
我
今
日
也
是
無
心
看
見
的
，
浸
有
問
点
l
貰
的
。

(
『
風
流
配
』
第
三
同
)

8
a
(
輔
)
司
馬
公
也
刑
骨
来
0

8
b
(
琉
)
司
馬
公
也
調
布
来
。

(
『
風
流
配
』
第
三
同
)

9
a
(
瞬
)
張
老
兄
看
見
二
人
驚
詩
，
方
知
員
不
曾
要
。

9
b
(
琉
)
張
老
頭
子
看
見
他
丙
ホ
l

人
慌
張
，
才
暁
得
員
員
調
布

要。

(
『
風
流
配
』
第
三
同
)

日

a
(輔
)
老
父
下
難
不
曾
来
，
司
馬
相
公
却
是
来
的
o

m
b
(琉
)
老
父
市
難
波
有
来
，
司
馬
相
公
是
来
的
。

(
『
風
流
配
』
第
三
同
)

日

a
(輔
)
商
春
蔭
低
着
頭
看
書
，
就
像
桐
骨
聴
見
的
一
般
o

l
b
(
琉
)
商
春
蔭
低
頭
看
書
，
就
像
浸
有
聴
見
的
一
般
。

(
『
寒
徹
骨
」
第
二
凶
)

(

3

)

(

瞬
)
「
(
向
)
未
曾
」
↓
(
琉
)
「
(
還
)
浸
有
」

ロ
a
(噺
)
故
此
ヰ
ア
姑
娘
今
年
一
十
七
歳
，
制
剥
骨
許
血
ハ
人
家
o

u
b
(
琉
)
故
此
す
姑
娘
今
年
才
十
七
歳
，
還
浸
有
配
給
人
。

(
『
風
流
配
」
第
二
回
)

日

a
(輔
)
探
花
難
剥
骨
訪
，
我
向
学
生
到
替
探
花
訪
得
有
些
泊
息

在
此
。
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日
b
(
琉
)
探
花
休
浸
有
去
査
訪
，
我
到
替
体
訪
，
有
些
消
息
在

這
里
。

(
『
風
流
配
」
第
四
凶
)

U

H

a

(

噺
)
轄
路
来
，
想
日
疋
週
剥
動
日
夜
仮
。

H
b
(
琉
)
走
路
来
，
想
是
還
浸
有
吃
晩
仮
。

(
『
自
作
肇
」
第
二
回
)

ま
た
、
介
詞
「
替
」

の
用
法
も
、

「
白
姓
」
と
同
じ
く
「
封

象
・
連
同
」
を
一
不
す
用
法
を
見
せ
る
。

那
旦
暁
得
就
扶
自
体
女
児
韻
脚
一
様
。

呂
翰
林
在
手
家
定
了
親
，
回
到
家
朝
司
馬
玄
賀
喜
説
。

(
風
流
配
第
ム
凶
)



(
風
流
配
第
三
阿
)

命
日
接
他
来
一
看
，
間
他
比
比
才
的
学
。

(
風
流
配
第
三
同
)

こ
の
よ
う
に
、
否
定
副
調
と

「悲百」

の
用
法
に
お
い
て

「
人
中

書
一
」
と

『
白
姓
」
は
同
一
の
特
徴
を
有
し
、
『
事
官
話
」
『
官
話
問
答

便
語
』

の
盟
系
と
は
一
一
線
を
書
一
す
の
で
あ
る
。

先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
京
都
大
皐
丈
島
T

部
(
中
哲
文
)
戒
『
白

姓
』
は
、
『
人
中
童
』
と
同
じ
峡
に
牧
め
ら
れ
、
書
寓
の
筆
跡
や
童
日

型
な
ど
も
完
全
に
一
致
す
る
。
こ
の

『
人
中
童
旦
」
全
四
冊
と

女生

一
冊
に
は
、
す
べ
て
「
敦
厚
堂
」
と
い
う
印
記
が
あ
る
の
だ
が
、

「
敦
厚
堂
」
と
は
、
異
柴
里
家
鄭
氏
九
世
良
弼
(
乾
隆
五
十
四
年
生
)

の
室
名
で
、
「
白
姓
』

の
登
場
人
物
鄭
天
保
の
家
系
た
る
輿
座
家
鄭

氏
の
同
門
支
流
の
一
つ
で
あ
る
(
奥
座
家
五
世
士
論
の
第
五
弟
士
紳
を

筆
頭
と
す
る
家
系
)
。
ま
た
、
同
じ
く
日
本
史
菰
本
は
、
表
紙
に
「
池

宮
城
親
雲
上
」
の
書
き
込
み
が
見
え
、
ま
さ
に
前
速
の
察
培
第
五
女

婿
鄭
園
植
の
池
宮
城
家
鄭
氏
奮
識
に
係
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
八
重
山
博
物
館
戴
の
二
種
類
の

「
白
姓
」
の
う
ち
、
序
文

琉
球
本
『
人
中
重
」
の
成
立
(
木
津
)

も
巻
末
呈
丈
も
完
備
し
た

『
白
姓
問
答
』
は
、
難
謹
字
へ
の
直
音
住

や
白
話
混
じ
り
の
頭
注
を
備
え
た
良
質
の
寓
本
で
あ
る
。
筆
跡
も
明

ら
か
に
古
い
手
に
属
す
。
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
八
重
山
博
物
館
に

は

「
人
中
主
旦
』

の
う
ち
「
自
作
肇
」
が
停
わ
っ
て
い
て
、
こ
こ
で
も

『
白
姓
』
と

『
人
中
書
一
」
の
惇
承
が
重
な
り
合
う
。

」
れ
ら
貴
重
な
諸
本
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
八
重
山
へ
惇
承
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
手
が
か
り
が
、
八
重
山
士
族
「
上
官
姓
系
圃

(
筆
頭
)
六
世
正
儀
』
八
世
正
恕
(
八
重
山
初
代
通
事
職
の
一
人
)
の

家
譜
に
見
え
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
彼
は
乾
隆
三
十
九
年
久
米
村
に
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白

留
亭
し
、
鄭
作
霧
伊
良
皆
通
事
親
雲
上
の
門
下
に
て
官
話
の
習
得
に

日
夜
努
力
し
た
と
あ
る
。
時
圃
に
際
し
て
そ
の
勤
勉
さ
を
稀
え
ら
れ

た
正
恕
は
、
師
の
鄭
作
霧
か
ら
「
秘
惇
圭
日
四
部
」
を
授
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
鄭
作
霧
な
る
人
物
は
、
は
異
築
里
家
鄭
氏
の
七
世
で
、
京

大
丈
阻
宇
部
(
中
折
口
文
)
『
白
姓
』

の
所
有
者
で
あ
っ
た
鄭
良
弼
(
敦
厚

堂
)
の
租
父
に
嘗
た
る
。
鄭
作
霧
が
正
恕
に
輿
え
た
「
印
刷
停
書
四

部
」
が
何
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
が
、
そ
の
中
に
「
白

姓
』
と

『
人
中
主
」
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
は
決
し
て
低
く
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
「
四
書
五
経
」
な
ど
通
常
の
漢
籍
で
あ
れ
ば
「
秘
惇
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。
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こ
の
よ
う
に
、
現
存
す
る
『
白
姓
』
諸
本
の
状
況
は
、
そ
の
成
立

と
惇
承
が
「
人
中
童
旦
』
と
密
接
な
関
わ
り
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。
否
定
副
詞
な
ど
の
言
語
面
で
、
こ
の
雨
者
が
同
じ
特

徴
を
共
有
す
る
こ
と
も
、
そ
の
推
測
を
補
強
す
る
。

四

わ

オ云

り

「
人
中
童
旦
』
の
白
話
丈
瞳
を
官
話
に
翻
翠
拝
し
た
集
圏
に
つ
い
て
は
、

い
ま
そ
れ
を
直
接
惇
え
る
資
料
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
現
存
の

官
話
課
本
諸
本
の
テ
キ
ス
ト
で
、
同
じ
言
語
瞳
系
で
執
筆
さ
れ
る
の

が
『
白
姓
」
の
み
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
そ
の
成
立
に
は
、
連
日
白

氏
ら
難
民
の
も
と
に
官
話
皐
習
に
通
っ
た
、
鄭
氏
一
族
を
中
心
と
す

る
若
き
随
一
子
徒
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
『
人
中
書
一
』
翻
語
を

手
が
け
た
集
圏
が
ど
の
よ
う
な
皐
門
系
統
に
あ
っ
た
か
を
考
え
る
手

が
か
り
と
な
る
。
い
や
寧
ろ
、
彼
ら
鄭
氏
一
族
に
し
か
こ
の
よ
う
な

翻
語
は
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
か
。

「
白
姓
』
に
は
次
の
よ
う
な
難
民
と
皐
徒
ら
と
の
舎
話
が
記
録
さ

れ
る
。

-
(
難
民
)

弟
一
逗
裡
還
有
替
通
事
貼
的
主
円
今
日
帯
去
不
帯
去
。

(
鄭
通
事
)
賄
完
了
底
?

(
難
民
)

還
浸
有
賭
完
。

(
鄭
通
事
)
浸
有
貼
(
一
五
，
把
那
貼
了
的
給
我
帯
去
，
還
泣
有
酷

放
在
一
一
一
一
辺
裡
，
等
貼
完
了
，
小
自
男
察
克
慎
不
時
常
来
，
交
給

他
轄
寄
給
弟
。
費
兄
的
精
神
，
再
来
拝
謝
。

2

(
難
民
)
前
日
令
姐
夫
鄭
通
事
留
有
凡
本
書
在
一
逗
裡
貼
。
如
今

貼
完
了
。
察
先
生
順
便
帯
去
，
寄
還
給
他
好
感
。

(
夜
明
棺
)
昨
日
見
家
姐
夫
，
也
替
我
説
過
。
先
生
這
裡
替
他
貼
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的
書
，
鼠
然
貼
完
，
小
弟
帯
去
還
他
。
好
不
遇
的
。
家
姐

夫
還
有
話
托
小
弟
説
，
有
勢
先
生
，
易
日
面
謝
不
蓋
。

(
難
民
)
好
説
。
煩
努
兄
蓋
，
替
令
姐
夫
説
一
聾
，
弟
所
貼
的
，

差
錯
庭
狼
多
，
不
是
弟
不
童
心
，
弟
因
見
識
有
限
，
不
要

見
怪
。
看
有
不
着
所
在
，
自
家
更
正
。

と
も
に
、
鄭
通
事
が
難
民
に
何
ら
か
の
書
物
に
貼
を
打
つ
こ
と
、

も
し
く
は
貼
検
を
依
頼
し
、
そ
れ
を
最
年
少
の
義
理
の
弟
察
揖
(
克

慎
)
が
引
き
取
り
に
来
る
や
り
取
り
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
書
物



が
何
を
指
す
か
、
本
丈
中
に
は
一
切
明
ら
か
に
は
さ
れ
な
い
。
た
だ
、

そ
の
書
物
は
複
数
冊
に
及
び
(
「
留
有
凡
本
書
在
一
逗
裡
黙
」
)
、
必
ず
し

も
簡
単
に
は
片
付
か
な
い
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
(
「
弟
所
知
的
，
差
錯

庭
狼
多
，
不
日
疋
弟
不
蓋
心
，
弟
因
見
識
有
限
・
不
要
見
怪
」
)
は
、
こ
の
命
日

話
か
ら
う
か
が
え
よ
う
。
先
に
論
じ
た
よ
う
な
『
白
姓
』
と

『
人
中

書
一
』
と
の
密
接
な
闘
わ
り
を
考
え
る
と
、
こ
の
貼
検
(
も
し
く
は
加

貼
)
を
依
頼
さ
れ
た
書
物
は
、
或
い
は

「
人
中
書
一
』
全
五
巻
で
は
な

か
っ
た
か
。
こ
の
推
測
が
正
し
い
か
ど
う
か
、
現
時
黙
で
結
論
を
下

す
に
は
到
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
乾
隆
初
の
こ
の
時
代
、
久
米

村
に
は
最
初
の
漢
丈
組
立
職
が
置
か
れ
(
乾
隆
七
年
)
、
園
の
歴
史
書

で
あ
る

『
球
陽
」
の
編
纂
が
始
ま
っ
て
い
た
(
乾
隆
十
年
)
。
官
話
及

び
漢
文
へ
の
高
い
能
力
を
期
待
す
る
事
問
的
機
運
の
中
、
家
墜
を
基

礎
と
し
て
官
話
習
得
に
し
の
ぎ
を
削
っ
た
久
米
村
の
若
者
達
の
手
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
通
事
書
が
成
立
す
る
の
も
、

い
わ
ば
嘗
然
の
時

代
の
流
れ
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

①註

拙
論
「
琉
球
編
纂
の
ハ
呂
話
謀
本
に
見
る
「
未
曾
」
「
不
曾
」
「
浅
有
」

ー
ー
そ
の
謀
本
間
差
異
が
意
味
す
る
こ
と
|
|
」
(
『
中
園
語
胤
己
二
五

琉
球
本
『
人
中
重
」
の
成
立
(
木
津
)

一
、
二

O
O
四
年
)
、
「
「
白
姓
』
の
成
立
と
惇
承
官
話
謀
本
に
刻
ま

れ
た
若
き
久
米
村
通
事
た
ち
|
|
」
(
「
東
方
息
子
」
一
一
五
、
二

O
O
八

年
)
を
参
照
の
こ
と
。

②
現
中
華
書
局
資
料
室
載
。
路
工
編
「
明
清
平
話
小
説
選
』
第
一
集

(
古
典
文
挙
出
版
祉
、
一
九
五
八
)
、
及
ぴ
「
中
園
話
本
大
系
』
「
珍
珠

舶
等
四
種
」
(
江
蘇
古
籍
出
版
壮
、
一
九
九
三
)
に
、
排
印
出
版
さ
れ

る。
③
内
閣
文
庫
(
岡
立
公
文
書
館
)
戒
。
乾
隆
四
五
年
刊
本
。
い
ま
『
古

本
小
説
集
成
』
(
上
海
古
籍
出
版
壮
、
一
九
九
O
)
、
『
古
本
小
説
叢
刊

第
三
六
輯
』

4

(
中
華
書
局
、
一
九
九
一
)
に
影
印
出
版
。

④
筒
本
で
は
、
植
桂
棲
刊
本
が
「
唐
季
龍
停
奇
」
「
李
天
阜
市
一
惇
奇
」
「
柳

春
蔭
惇
奇
」
、
尚
志
堂
本
が
「
唐
季
龍
」
「
李
天
浩
」
「
柳
春
蔭
」
と
す

る
な
ど
、
共
に
主
人
公
の
名
を
取
っ
て
標
題
に
愛
え
て
い
る
。
後
に
遮

べ
る
京
大
本
も
、
封
出
に
は
主
人
公
の
名
を
併
記
し
、
本
論
文
第
四
部

第
三
章
で
紹
介
す
る
宣
救
師
ベ
ツ
テ
ル
ハ
イ
ム
と
通
事
達
の
往
復
書
簡

の
中
に
も
、
通
事
が
こ
れ
ら
『
人
中
重
』
の
篇
名
を
主
人
公
の
名
で
呼

ぶ
記
事
が
見
ら
れ
る
。

⑤
拙
論
「
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
と
中
国
語
」
(
『
同
志
耐
女
子
大
向
学
総
合
文

化
研
究
所
紀
要
』
一
九
、
二

O
O
二
年
)
に
そ
の
一
端
に
言
及
し
た
箇

所
が
あ
る
。

⑥
「
狭
路
逢
」
を
除
く
四
篇
と
、
「
白
姓
」
を
合
わ
せ
て
全
五
を
が
一

峡
に
収
め
ら
れ
る
。

⑦
朴
在
淵
「
閲
於
完
山
李
氏
《
中
園
小
説
給
模
本
》
」
(
『
問
中
園
古
代
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小
説
園
際
研
討
合
同
論
文
集
』
開
明
出
版
枇
、
一
九
九
三
、
四
九
三
1
五

二
二
、
同
氏
編
『
中
園
小
説
絵
模
本
附
一
韓
岡
所
見
中
園
通
俗
小
説

書
日
』
(
江
原
大
皐
校
出
版
部
、
ム
九
九
三
)
o

ま
た
、
同
氏
「
関
子
手

徳
照
的
《
小
説
経
覧
者
》
」
(
『
第
二
居
中
園
士
円
代
小
説
園
際
研
討
合
同
論

文
集
』
、
二

O
O
二
、
四
九
二
!
四
九
六
)
。

⑧
朴
在
淵
氏
の
前
掲
論
文
、
「
関
於
完
山
李
氏
《
中
園
小
説
給
模
本
》
」

五
O
七
頁
に
、
「
還
有
人
中
毒
的
一
篇
グ
寒
徹
骨
μ

見
子
伽
藍
李
乗
肢

原
裁
判
文
書
日
，
同
見
過
去
《
人
中
重
》
也
可
能
翻
成
朝
文
」
と
い
う
。

⑨
金
文
京
「
漢
文
文
化
圏
の
提
唱
」
、
小
峯
和
明
編
『
漢
文
文
化
圏
の

説
話
世
界
中
世
文
撃
と
隣
接
諸
皐
1
』
竹
林
合
、
二

O
一
O
年
。
金

氏
の
着
眼
黙
は
、
「
漢
文
訓
讃
」
に
よ
り
、
中
岡
周
縁
諸
地
域
に
多
様

な
書
面
文
化
が
熟
成
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
明
清
の
中
園
周
縁
地
域
に

は
、
そ
の
「
漢
文
圏
」
に
準
ず
る
形
で
「
官
話
悶
」
と
も
呼
び
う
る
言

語
文
化
圏
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
筆
者
は
考
え
る
。
話
本
小
説
の
惇
承

に
と
も
な
う
、
各
地
域
の
多
様
性
は
、
ま
さ
に
そ
の
多
様
な
言
語
表
現

の
一
つ
の
端
的
な
表
れ
で
あ
ろ
う
。

⑬
「
自
作
肇
」
の
み
を
扶
く
東
大
本
の
筆
跡
と
八
重
山
博
物
館
城
「
白

作
肇
」
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
東
大
本
の
一
部
(
「
風
流
配
」
)
と
、
近

い
千
で
筆
官
局
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
板
型
も
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
。
或
い
は
、
本
来
「
人
中
童
旦
』
全
五
巻
は
八
重
山
に
#
賦
さ
れ

て
い
た
も
の
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
「
自
作
肇
」
の
み
を
八
重
山
に
残

し
、
他
は
但
倒
立
し
て
東
渡
し
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
貼

に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
考
察
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

⑪
 
原
文
は
以
下
の
通
り
。

山
既
得
喝
目
的
是
，
曲
川
本
《
寒
徹
骨
》
結
尾
一
段
文
字
反
較
向
本
《
柳

春
蔭
》
震
少
，
内
容
也
不
蓋
相
同
。
経
考
，
『
袋
徹
骨
位
於
脇
本
全
書
之

末
，
其
最
後
一
葉
字
跡
草
率
筆
劃
車
弱
，
血
ハ
全
主
目
刻
工
風
格
明
額
不
同
，

疑
H

疋
値
本
該
本
刷
印
時
，
其
裁
板
中
最
後
一
、
二
塊
或
損
壊
遺
失
情
況
，

而
重
新
雌
板
一
塊
。
今
天
所
見
最
後
一
葉
，
字
己
刻
涌
，
末
行
僅
有
一

ハ
子
之
空
，
則
原
刻
必
不
止
此
。
重
雄
板
時
潟
省
一
、
中
十
塊
板
之
勢
，
経

過
計
算
，
削
足
遁
履
，
将
文
字
医
縮
，
離
漏
一
板
即
草
草
結
束
，
致
使

『
故
日
実
F

徹
骨
』
之
結
語
五
所
従
来
，
而
『
孟
向
主
目
』
之
稽
亦
不
見
前

文
(
孟
官
秤
春
坊
皐
士
，
室
田
中
以
孟
向
学
士
戎
孟
老
爺
相
稽
)
，
可
見
重

離
板
時
草
卒
従
事
，
功
筋
一
筆
。
植
桂
棲
刊
本
等
簡
本
《
人
中
書
一
》
，

縮
寝
中
所
擦
氏
本
首
是
鴫
花
軒
刊
本
的
原
印
本
，
故
有
了
差
異
。
今
将

向
本
《
柳
春
蔭
》
結
尾
有
差
異
的
一
段
照
録
知
下
，
以
資
讃
者
排
識
一

.
(
省
略
)
:
:
:

此
段
難
亦
経
縮
(
局
，
但
必
田
比
輪
本
此
段
更
接
近
原
貌
，
讃
者
可
奥
正
文

比
較
。

⑫
東
大
本
は
こ
の
部
分
に
「
会
」
を
傍
記
す
る
。

⑬
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
京
大
本
「
寒
徹
骨
」
も
、
「
板
見
」
と
し

て
同
じ
繁
本
の
「
故
毎
日
戎
早
或
晩
必
到
書
房
中
米
看
誠
一
遍
」
を
朱

主
目
頭
注
に
て
書
き
入
れ
る
。

⑪
李
焼
'
李
汀
丹
「
従
版
本
、
語
一
一
一
日
特
黙
考
察
《
人
中
書
一
》
琉
球
窮
本

的
米
源
和
改
官
珂
年
代
」
『
中
山
大
島
ナ
皐
報
(
枇
舎
科
間
半
版
)
』
(
二

0
0

七
六
)
も
、
文
中
の
語
葉
等
か
ら
「
人
中
書
一
」
が
『
白
姓
』
に
近
い
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時
代
に
成
立
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。

⑬
注
①
所
掲
の
拙
論
「
『
白
姓
』
の
成
立
と
惇
承
|
|
官
話
課
本
に
刻

ま
れ
た
若
き
久
米
村
通
事
た
ち
|
|
」
o

ま
た
、
中
園
難
民
側
で
舎
話

に
殺
場
す
る
の
は
、
山
東
人
白
世
帯
長
と
蘇
州
人
罪
張
順
、
ま
た
病
の
た

め
牧
容
施
設
に
て
逝
去
す
る
朱
三
ハ
呂
の
三
人
の
名
が
確
認
で
き
る
。

⑬
注
①
所
掲
の
拙
論
「
琉
球
編
纂
の
官
話
謀
本
に
見
る
「
未
曾
」
「
不

曾
」
「
浸
有
」
ー
ー
そ
の
謀
本
間
差
異
が
意
味
す
る
こ
と
」
を
参
照
の

こ
と
。

⑪
注
⑬
の
拙
論
、
及
び
拙
論
「
赤
木
文
庫
刊
紙
『
官
話
問
答
便
誼
巴
校
注

(
稿
)
」
(
「
沖
縄
文
化
研
究
』
二
一
一
、
法
政
大
皐
沖
縄
文
化
研
究
所
、

二
O
O
四
年
)

0

⑬
前
節
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
『
人
中
書
』
の
う
ち
「
白
作
輩
」
の
み

を
紋
く
武
藤
長
平
氏
蓄
蔵
の
東
大
本
と
、
惇
承
上
何
ら
か
の
閥
係
を
有

す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
を
加
え
て
い
き

た
い
。

⑬
佐
藤
晴
彦
「
琉
球
官
話
謀
本
研
究
序
説
|
|
宗
本
《
人
中
書
一
》
の
こ

と
ば
(
1
)
」
(
『
人
文
研
究
』
三

O

二
、
二
五

l
三
九
頁
、
一
九
七

八
)
o

同
「
琉
球
官
話
課
本
研
究
序
説
|
|
完
本
《
人
中
主
》
の
こ
と

ば
(
2
)
」
『
人
文
研
究
』
一
一
一
一
ア
四
、
四
七
1
六
八
百
円
、
一
九
八
O
)
0

⑫
同
(
乾
隆
)
三
十
九
年
甲
午
、
奉
憲
令
、
潟
向
学
習
官
古
事
、
駕
夏

立
地
船
、
六
月
二
十
三
日
石
垣
港
開
船
O
i
-
-
-
於
二
十
五
日
棄
明
朝

廷
乃
遵
奉
上
司
憲
令
、
奉
請
久
米
府
唐
楽
鄭
氏
伊
良
皆
通
事
親
雲
上

誇
作
霧
公
、

H
夜
攻
撃
官
音
併
雑
案
、
至
翌
年
三
月
間
、
己
講
究
四
整

琉
球
本
『
人
中
重
」
の
成
立
(
木
津
)

平
以
等
。
鼠
蒙
授
賜
先
生
秘
惇
室
田
四
部
、
乃
裏
朝
廷
請
国
籍
[
籍
]

C

朝
廷
侍
令
久
米
府
総
理
司
長
史
等
官
、
考
較
正
恕
所
開
晶
子
官
音
通
否
。
於

四
月
初
四
日
奉
総
理
司
等
官
命
令
、
出
明
倫
堂
面
考
所
民
了
之
官
音
併

雑
案
。
乃
総
理
司
轄
裏
朝
廷
、
正
恕
所
間
半
以
首
蓬
誇
用
、
の
恩
准
回

籍
、
侍
蒙
賜
憲
論
実
。

『
上
官
姓
世
系
家
譜
小
宗
(
筆
頭
六
世
正
儀
)
』
八
世
正
恕
の
惇

こ
れ
ら
、
八
重
山
の
官
話
通
事
と
鄭
氏
一
族
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、

拙
論
(
「
官
話
の
漂
着
|
|
乾
隆
年
間
八
重
山
に
お
け
る
「
官
話
」
の

惇
播
」
、
『
東
と
西
の
文
化
交
流
』
、
関
西
大
事
東
西
向
学
術
研
究
所
、
二

0
0
三
)
に
て
詳
述
し
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
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